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 産業技術記念館へ移転・復元された愛知製鋼創業当時の材料試験室
写真提供：産業技術記念館

◆内容◆

１ 「先師先人に学ぶ品質経営塾」の3年を振り返る

２ 出版記念講演会報告（2014年4月11日）

３ 協会だより(経営個別相談のご案内/品質SAIKOUコラム）

　愛知製鋼は、創業者である豊田喜一郎氏の「よきクルマはよきハガネから」の創業精神のもと、1940年に設立

（当時は豊田製鋼）されました。

以来、自動車製造に当たっての最も重要な課題の一つに自動車用特殊鋼の安定確保がありました。そこで、当時

の豊田自動織機製作所構内（現在の愛知製鋼刈谷工場）に材料試験室が設立されました。そこに導入された各種

試験装置は、帝国大学、研究所などの材料試験室に匹敵するほど優れたもので、安価で優れた材料研究と材料試

験評価を行ってきました。

以来、先人からの想いを受け継ぎ、「素材にこだわり、素材メーカーとしての地位を極めると共に、素材の良さを

最大限に活かして全ての事業で社会貢献していく」ことを当社の原点に、1964年に知多鍛造工場（当時はトヨタ

自動車工業知多鍛造工場）を建設、1982年に新製鋼プロセスを導入、鋼材～鍛造品までの一貫生産体制が構築さ

れました。また、現在の鍛造工場は単一としては世界最大級の規模をほこるまで、成長・発展しています。

尚、当時の材料試験室は各種試験装置とともに、現在は産業技術記念館へ移転・復元されています。
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協会だより

furuyaの品質

　最近、若い人たちと接する機会が二つあった。一つはある劇団による演劇の鑑賞だ。十数人の若

い男女が所狭し、目まぐるしく走り回っている。男女の葛藤を描いた手作りの脚本で、エンディン

グまで時間の経つのも忘れて夢中になった。若い人たちのエネルギーと豊かな感性に拍手である。

　もう一つは地方のある大学での講義だ。昨年に引き続き今年も非常勤講師として出講してき

た。大教室に200名を超える学生が集まっている。新学期が始まった直後でもあり、皆明るく楽し

そうだ。将来への不安が、多少はあろうが、今しかない学生生活をエンジョイして可能性に挑戦し

て欲しいと思う。

　翻って、会社の中の若い人たちはどのように過ごしているのだろうか？筆者の勝手な想像だ

が、新入社員のときは希望に溢れてフレッシュな気持ちでスタートする。ところが、それぞれの職

場に配属されると、そこの風土に馴染んでいく。上司・先輩や、職場を取り巻く人々の影響を受け

て育っていくことになる。仕事への興味ややりがいも職場風土の影響は無視できない。以前この

コラムで紹介したｸﾙﾄ･ﾚｳﾞｨﾝの法則だ。

　さらに、大きな組織では部署間の調整業務も多く、仕事へのやりがいを見出すことは難しくな

る。こうして若い人の能力が十分発揮されていないのではという懸念が生じる。品質管理（＝マネ

ジメント）のベースとなるのが、一人ひとりの品質意識だとすると、古い世代はどうしたら若い人

たちの能力を発揮させることができるのかを常に考えておかなければならない。今こそ舞台が必

要と思う。可能性は無限なのだから・・・。

[編集後記]　「敷島の大和心を人問はば、朝日に匂ふ山桜花」－数十年ぶりのこの冬の豪

雪の余波もなく、この春も各地で見事な桜が咲き、それを楽しむ人々が溢れました。本居宣長

がこの歌で示唆したように、日本人の心の中には、いつも桜があるように思います。日々の中

で移ろいゆく四季折々の変化を敏感にとらえ、楽しむ感性が生み出した日本の品質や価値

が、益々世界で花開くよう知恵を絞りたいと思います（細）

中部品質管理協会
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TEL（052）581-9841　　FAX（052）565-1205

http://www.cjqca.com
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若い人たちに活躍の舞台を

会員限定：無料で経営個別相談開始！

 
こんなことでお困り

ではないですか？ 

「社員の問題解決能力が不足している」

「言われたことだけやって、新たなことにチャレンジしない」

「同じ様なクレームが繰り返し発生している」

「ISO9001を継続取得していても、効果的な活動になっていない」等　

こんな困り事の解決の糸口を見いだすために、専門の相談員が

無料でアドバイスします（1回1.5 ～ 2H）

会員企業様のみの特典です。気軽にご活用下さい。ご依頼は以下、相談窓口まで。

　＜相 談 員＞　トヨタ自動車㈱TQM推進部主査・中小企業診断士　古谷健夫

　　　　　　　　中部品質管理協会　事務局長　岩本伸夫

　＜相談窓口＞　中部品質管理協会　研修事業部課長　細見純子

　　　　　　　　　電話：（０５２）５８１－９８４１　E-mail:jun.hosomi@cjqca.com
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